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〔 1 ～ 3 〕
　次の文章を読んで、問い 1 ～ 3 に答えよ。

　 　ことばは伝達の手段である。それはそのとおりであるが、他人に伝えたいことがないときに使
ってならないということではない。とくにいうことはないのだが、知ったもの同士の出会った確
認として、あいさつをするのもことばの機能のひとつである。それによって人間と人間の間にで
きるかもしれない摩擦が解消する。
　 　朝会って「おはよう」、別れるときの「さようなら」といった、いわゆるあいさつのほかにも、
ことばはいろいろと社交的機能において使われている。
　 　別に用はないが、久しぶりに友人をたずねて雑談をするというのも拡張されたあいさつである
といってよい。たいていのむだ話や世間話は、それ自体に価値があるのではなくて、そういう一
見無意味と思われることばをかわすことによって、人間関係を円滑にする効果があるのである。
たんなるおしゃべりが思いがけない役に立っていることがすくなくない。
　 　どこの国の言語にも、実用的伝達の目的はもっていないが、人間関係を円滑にする社交語、あ
いさつ語というものがあることは、これがいかに重要なものであるかを物語っている。安定した
社会においては、あいさつ語の機能がとくに問題になることもないかもしれないが、変化がはげ
しくて、個人と個人の関係が無機的なものになってくると、これが再認識されなくてはならない
ようになる。
　 　近年のわが国の社会では、新しい人間関係が確立しかけていて、なお、いまだ、安定には達し
ていない。人と人との関係はどうしてもぎごちないものになり、摩擦を生じやすい。
　 　新しい言語表現が浸透しつつあるけれども、まだ、それが美しいことばになるほどの洗練には
至っていない。お互いに傷つけるつもりもなくて、ことばで他人の心を傷つけている。小さなト
ラブルがデパートでも喫茶店でも街頭でも起こっている。
　 　こういう摩擦やトラブルをなくするには、潤滑油としての言語がもっとも有効である。あいさ
つ語、社交語は要するに潤滑油である。新しい社会的緊張に対処するには新しい社交語、あいさ
つ語が必要であろう。
　 　その意味において、「対話」などは潤滑油の役割を果たしうるようにできるかもしれない。共通
の言葉をもたずにおこなわれる対話はかえって断絶を深めるけれども、対立の摩擦を緩和する潤
滑油としての自覚があれば、 ア 的には無益であっても、 イ 的には効果のある対
話が存在しうることになる。
　 　潤滑油としてのことばの機能にもっと注目することは社会としてもきわめて重要なことのよう
に思われる。
　 　すべての対立を論理と理性によって決着をつけようとするのは、人間を機械と見る考えかたで
あって、人間の幸福はそういう ① からは生まれない。対立を話し合いで解決するという
とき、すでに、そのことばには、理屈を越えるものがある。潤滑油としてのことばもふくまれる
のである。交渉ということの中にも理づめではない部分が当然あるにちがいない。それを妥結さ
せるには、足して二で割るのとはちがった、妥協がなくてはならない。
　 　また、はっきりした対立になってはいないが、なんとなくしっくりしない、といった微妙な人
間関係も、ことばによって正常化させるほかに手がない。たんに会議をひらいたり、契約を結ん
だりしてもどうにかなるものではないのである。ことばは、そういう、論理とか理屈では扱うこ

著作権保護の観点により、本文を掲載いたしません。

出典：『新編　ことばの作法』外山　滋比古／著　株式会社ＰＨＰ研究所
167ページ５行目から170ページ３行目まで　　　　　　　
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とのできない関係の微調整に、ほかの方法ではできない効果をあげる。やはり潤滑油としてのこ
とばのはたらきである。
　 　人間はことばの動物であることがよくわかる。

（外山滋比古『ことばの作法』）

1  　本文中の空欄ア、イに入る言葉の組合せとして、正しいものはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

　　　　　ア　　　　　イ
　 1　　心　理　　　儀　礼
　 2　　論　理　　　儀　礼
　 3　　論　理　　　心　理
　 4　　社　会　　　心　理
　 5　　社　会　　　論　理

2  　本文中の空欄①に入る最も適する言葉はどれか。 1～ 5から一つ選べ。

　 1　　機能主義
　 2　　経験主義
　 3　　功利主義
　 4　　合理主義
　 5　　理想主義

3  　本文で述べられている内容として最も適切なものはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

　 1  　知ったもの同士の出会った確認として、あいさつをしたり、とくに伝えたいことがない
のにことばをかわしてしまったりした場合に、人と人との関係はどうしてもぎごちないも
のになり、摩擦を生じやすい。

　 2  　変化がはげしくて、個人と個人の関係が無機的なものになっている社会においては、人
間関係を円滑にする社交語やあいさつ語の重要性が再認識されるようになり、それらが実
用的伝達の目的をもつようになるのである。

　 3  　ことばで他人の心を傷つける小さなトラブルや摩擦などの社会的緊張に対処するために、
新しい社交語やあいさつが生み出され、それらの言語表現が浸透し、洗練されたとき、美
しいことばになるのである。

　 4  　新しい人間関係が確立しかけていて、いまだ、安定には達していない近年のわが国のよ
うな社会では、潤滑油としてのことばの機能に注目することはきわめて重要であり、その
意味において、潤滑油としての「対話」の役割を見直す必要がある。

　 5  　対立を話し合いで解決する場合、まず、論理と理性によって交渉を進めるが、論理とか
理屈では扱うことのできない関係の微調整の際には、潤滑油としてのことばを使うことで
それを妥結させなくてはならない。
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〔 4 、 5 〕
　次の文章を読んで、問い 4 、 5 に答えよ。

　 　さて、語彙の使用が可能となり、またおのおのの単語が指示するカテゴリーに理解が及んだな
ら、それで言語によるコミュニケーションの能力は、一通り発達しおえたとみなしていいのだろ
うか？
　 　実は、そうとは限らない。というのも、ことばの意味はしばしば、発話される ア に依
存して、異なって規定されるからである。だから、個々のことばの意味を字義通りにわかってい
るだけでは、まったくコミュニケーションに役立たないことが、しばしば生ずる。典型的なシー
ンを想像してみよう。
　 　会話に参加している一方が、相手に「あれ、食べた？」と尋ねたとする。文法的にはいたって
単純な文章である。けれども子どもにとっては、文意の把握は途方もなく困難かもしれない。も
うおわかりと思うが、「あれ」という語彙はきわめて平易な代名詞である。にもかかわらず、指示
対象が、「今までにこの文が産出された状況下で、何なのか」を認識するのは、たいへんむずかし
い語彙なのである。
　 　なぜなら、「あれ」は「リンゴ」とも、「机」とも「犬」とも限定されず、話者が発話に際して
心のなかにイメージしたものを指示対象としているからであり、しかも対象との関係を聞き手は、
目や耳やその他の感覚器でとらえることが不可能に近い。「あれ」を適切に理解する唯一の方法は、
会話の話題に関し、聞き手が話し手と感覚を共有することにつきるといっても決して過言ではな
い。つまり、「あれ」を口にしたときの相手のイメージを、察することが不可欠なのである。
　 　 イ 、子どもには意味がうまく酌みとれない。考えてもみよう。言語能力が十分に発達
しおわったとされる大人ですら、なかにはこちらのいうことをとんでもなく、見当はずれに受け
とる人が存在することに思いいたるはずである。それがどういう人かというと、おおよそ「思い
込みの強い」人なのではないだろうか？要するに、自分の立場からひとまず離れて、相手の側か
らものを見ることのできない人と総称できるのではないだろうか。大人ですらそうなのだから、
自己中心性にどっぷりと浸かっている幼児に困難であっても、不可思議でも何でもないのである。
　 　その子どもが、やがて社会性を獲得していく。当然、 ウ というものがわかるようにな
ってくる。

（正高信男『子どもはことばをからだで覚える』）

4  　本文中の空欄ア、イ、ウに入る言葉の組合せとして、正しいものはどれか。 1～ 5から一つ
選べ。

　　　　 ア 　　　　　　　　イ　　　　　　　　　 ウ
　 1　　対象　　　　　にもかかわらず　　　　　自己の姿
　 2　　個性　　　　　にもかかわらず　　　　　物の名前
　 3　　状況　　　　　　だからこそ　　　　　　自己の姿
　 4　　対象　　　　　　　なぜか　　　　　　　他者の心
　 5　　状況　　　　　　だからこそ　　　　　　他者の心

著作権保護の観点により、本文を掲載いたしません。

出典：『子どもはことばをからだで覚える』正高　信男／著　中央公論新社
149ページ３行目から151ページ２行目まで　　　　　　　　
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5  　本文で述べられている内容として、最も適切なものの組合せはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

　ア 　文法的にはいたって単純な文章であっても、「あれ」という指示対象を認識するのは、大
変むずかしいことである。

　イ 　個々のことばの意味を字義通りにわかっていれば、話し手のいうことをとんでもなく、
見当はずれに受けとることはない。

　ウ 　自分の立場からひとまず離れて、相手の側からものを見ることができるようになったと
きに初めて、自己中心性が獲得されたといえる。

　エ 　大人のなかにも、こちらのいうことをとんでもなく見当はずれに受けとる人がいること
から、自分の立場からひとまず離れて、相手の側からものを見ることのむずかしさがわか
る。

　オ 　コミュニケーション能力が一通り発達しおえたということは、単語が意味するカテゴリ
ーを理解し、語彙の使用が可能となったということである。

　 1　　ア、　ウ
　 2　　ア、　エ
　 3　　イ、　エ
　 4　　ウ、　オ
　 5　　エ、　オ
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6  　小学校第１学年の国語の授業で、「がんばっていることを手紙で知らせよう」という単元を設
定した。その学習活動の概要を次に示している。次のア～オの各文は、この単元全体で指導す
る事項や留意点に関する記述である。小学校学習指導要領（平成20年３月告示）に照らし、正
しいものを○、誤っているものを×とした場合、正しい組合せはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

単元の学習活動（全４時間）
〔第１次〕（１時間）
　○教師による「もらってうれしかった手紙」の紹介を聞く。
　○それぞれが小学校に入学して、一番がんばっていることを発表し合う。
　○一番がんばっていることをお世話になった人に手紙で知らせるというめあてをもつ。
〔第２次〕（２時間）
　○手紙のモデル文を読み、書き方を知る。
　○学校でがんばっていることを思い出し、一番伝えたいこと・伝えたい相手を決める。
　○書く材料を選ぶ。
　○手紙文を書く。
　○書いた文章を読み返す。
　○書いた手紙を友だちと読み合う。
〔第３次〕（１時間）
　○お世話になった人に手紙を届け、その際に感じたことを報告し合う。

　ア　　文章の敬体と常体との違いに注意しながら書くよう助言する。
　イ　 　伝えたいという思いを膨らませることができるよう、伝えたい相手を決めるようにす

る。
　ウ　 　書いた文章を読み返す際には、間違いを正したり、よりよい表現に書き直したりする

よう指導する。
　エ　 　手紙のモデル文を読み、手紙がもつ特徴を理解できるようにするとともに、後付けに

おける署名と宛名の位置関係等、手紙の形式についても指導する。
　オ　 　お世話になった人に手紙を届ける際には、その場で感想をもらえるような場を設定す

ることで、書くことのよさを実感できるようにする。

　　　　ア　イ　ウ　エ　オ
　 1　　○　×　○　×　×
　 2　　○　×　×　○　×
　 3　　×　○　×　×　○
　 4　　×　○　○　×　×
　 5　　×　×　×　○　○
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7  　次のＡ～Ｆの各文は、地図投影法のうち、「メルカトル図法」によって描かれた地図の特
徴について記述したものである。内容として正しいものの組合せはどれか。 1～ 5から一つ
選べ。

＜メルカトル図法で描かれた世界全図＞

　Ａ　地球を円筒に投影して描き出す、円筒図法の１つである。
　Ｂ　方位、面積は正しいが、縁辺部のひずみが大きい。
　Ｃ　高緯度になるほど、描かれる面積が実際よりも大きくなる。
　Ｄ　分布図を描くのに適している。
　Ｅ　２点を結んだ直線が経線となす角度が正しく描かれている。
　Ｆ　緯線は水平線であるが、等間隔ではなく、高緯度ほど形のひずみは小さい。

　 1　　Ａ・Ｃ・Ｅ
　 2　　Ａ・Ｃ・Ｆ
　 3　　Ａ・Ｄ・Ｅ
　 4　　Ｂ・Ｃ・Ｆ
　 5　　Ｂ・Ｄ・Ｆ

著作権保護の観点により、地図を掲載いたしません。

出典：『日本大百科全書15』相賀　徹夫／編　小学館　1988年
230ページ  　　　　　　　　　　　　　　　　
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8  　次のア～カの表は、平成23年中の、日本の輸入額上位６か国からの各品目の輸入額の割合
（上位10品目まで。ただし極めて少額の品目は除く。）を示したものである。表と国の組合せ
として正しいものはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

（※数値は、輸入総額に対する各品目の輸入額の割合（単位：％））
ア イ ウ

衣類 14.2 とうもろこし 6.5 石炭 33.4
コンピュータ 8.2 科学光学機器 5.9 鉄鉱石 22.2
通信機 6.9 医薬品 4.9 液化天然ガス 19.0
音響映像機器（部品を含む） 6.6 肉類 4.8 肉類 3.5
金属製品 2.9 集積回路 4.6 銅鉱 2.8
玩具 2.4 航空機用内燃機関 3.8 アルミニウム 2.6
家庭用電気機器 2.2 航空機類 3.6 液化石油ガス 2.0
家具 2.1 有機化合物 3.4 原油 1.9
はきもの 2.1 電気計測機器 2.4 ウッドチップ 1.4
コンピュータ部品 2.0 プラスチック 2.2 小麦 1.0

エ オ カ
原油 92.8 原油 77.3 石油製品 20.7
液化石油ガス 3.4 液化天然ガス 10.2 鉄鋼 10.5
石油製品 2.3 液化石油ガス 6.2 集積回路 7.4
有機化合物 0.9 石油製品 4.8 通信機 6.3
プラスチック 0.3 アルミニウム 1.3 プラスチック 3.7
非鉄卑金属くず 0.2 銀 3.6

有機化合物 2.9
金属製品 2.4
魚介類 2.2

　　　　 ア イ ウ エ オ カ
　 1　　中国 アメリカ合衆国 オーストラリア サウジアラビア アラブ首長国連邦 韓国
　 2　　韓国 中国 ロシア インドネシア アラブ首長国連邦 アメリカ合衆国
　 3　　中国 オーストラリア アメリカ合衆国 アラブ首長国連邦 タイ インドネシア
　 4　　中国 アメリカ合衆国 オーストラリア アラブ首長国連邦 サウジアラビア ロシア
　 5  　韓国 中国 アメリカ合衆国 インドネシア サウジアラビア オーストラリア

『日本国勢図会2012/13』による
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9  　次の各文のうち、17世紀末から18世紀初めにかけて栄えた元禄文化に関する記述として、
誤っているものはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

　 1  　近松門左衛門は、「曽根崎心中」など、義理と人情のからむ民衆的な内容の人形浄瑠璃の台
本を書いた。

　 2  　十返舎一九は、２人の主人公の伊勢参宮道中を滑
こっけい

稽に描いた「東海道中膝栗毛」などの作
品が好評を博し、戯作者としての世評を確立させた。

　 3  　菱川師宣は、民衆生活や風俗を写した版本の挿絵や絵本にすぐれ、浮世絵版画の独立とそ
の後の発展のきっかけをつくった。

　 4  　井原西鶴は、「好色一代男」を発表し、仮名草子にかわる浮世草子のジャンルを開いた。
　 5  　尾形光琳は、京都町衆芸術の伝統をつぎ、「燕

かきつばた

子花図屏風」など斬新で豪華な装飾画を大成
した。

10 　次の各文は、南アジアの歴史について記述したものである。古い年代順に左から並べた場
合、正しい組合せはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

　ア 　ガウタマ＝シッダールタ（Gautama Siddhartha）は、苦の原因から離脱する正しい認識の
方法（四諦）と正しい実践の方法（八正道）を説いて仏教の祖となった。

　イ 　国民会議派のガンディー（Gandhi）は、非暴力・不服従の運動を展開した。
　ウ　マウリヤ朝は、第３代アショーカ（Ashoka）王のとき帝国の領域が最大となった。
　エ　東インド会社のインド人傭兵が反乱を起こし、北インド全域に広がった。
　オ 　インダス川流域を中心に、モヘンジョ＝ダーロ（Mohenjo Daro）やハラッパー（Harappā）
などの都市が作られた。

　 1　　オ　ウ　ア　エ　イ
　 2　　オ　ア　ウ　エ　イ
　 3　　オ　ア　ウ　イ　エ
　 4　　ア　ウ　オ　イ　エ
　 5　　ア　ウ　オ　エ　イ
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11 　次の文章は、物価について述べたものである。文中の（ア）～（エ）に当てはまる語句の
組合せとして正しいものはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

　 　物価とは市場で取り引きされる財やサービスの価格の総体的な水準のことである。物価はさま
ざまな要因によって変動する。物価が持続的に上昇することを（ア）という。（ア）の中には、
市場において需要が供給を上回る状況が続いて起こる場合があり、このことは、（イ）による
公開市場操作などによって、流通する（ウ）量が適正水準以上に膨らんだ時に起こりやすい。
また、生産過程の費用の変動によって物価が影響を受ける場合もある。1973年に第１次石油危機
にみまわれたとき、日本では石油価格が（エ）した。物価の動きは国民生活にさまざまな影響を
及ぼすので、物価安定のためには、適切な経済成長を促すような財政・金融政策の併用、すなわち
ポリシー・ミックスを行うことが必要である。

　　　　　　（ア）　　　　　 （イ）　　　（ウ）　　（エ）
　 1　　インフレーション　　　政府　　　製品　　高騰
　 2　　 デフレーション 　　中央銀行　　通貨　　暴落
　 3　　インフレーション　　　政府　　　通貨　　暴落
　 4　　インフレーション　　中央銀行　　通貨　　高騰
　 5　　 デフレーション 　　　政府　　　製品　　高騰
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12 　次の各文は、小学校学習指導要領（平成20年３月告示）社会の記述の一部である。第３学年
及び第４学年で取り上げる内容として誤っているものの組合せはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

　Ａ 　県（都、道、府）内における自分たちの市（区、町、村）及び我が国における自分たちの県
（都、道、府）の地理的位置、47都道府県の名称と位置

　Ｂ　古くから残る暮らしにかかわる道具、それらを使っていたころの暮らしの様子
　Ｃ　食料生産に従事している人々の工夫や努力、生産地と消費地を結ぶ運輸などの働き
　Ｄ　飲料水、電気、ガスの確保や廃棄物の処理と自分たちの生活や産業とのかかわり
　Ｅ　国民生活には地方公共団体や国の政治の働きが反映していること
　Ｆ　地域の人々の生産や販売に見られる仕事の特色及び国内の他地域などとのかかわり

　 1　　Ａ・Ｂ・Ｄ
　 2　　Ｂ・Ｃ
　 3　　Ｃ・Ｅ
　 4　　Ｅ・Ｆ
　 5　　Ａ・Ｄ・Ｆ
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13 　２75の一の位の数を 1～ 5から一つ選べ。

　 1　　０
　 2　　２
　 3　　４
　 4　　６
　 5　　８

14 　３つの直線、 y ＝ a x＋ b、 y ＝－x＋10、 y ＝３x＋２が１点で交わるような a、bの値
の組は何組あるか。 1～ 5から一つ選べ。ただし a、bは自然数とする。

　 1　　１組
　 2　　２組
　 3　　３組
　 4　　４組
　 5　　５組

15 　下の図のような道路で、①地点から②地点まで最短経路で行くとき、何通りの行き方がある
か。 1～ 5から一つ選べ。ただし道幅は考慮しないこととする。また、縦と横の道路はすべて
直角に交わっているとする。

　 1　　８通り
　 2　　９通り
　 3　　15通り
　 4　　18通り
　 5　　19通り

16 　円柱Ａの底面の半径は円錐Ｂの底面の半径の２倍で、円錐Ｂの高さは円柱Ａの高さの２倍で
ある。円柱Ａの体積は円錐Ｂの体積の何倍になるか。 1～ 5から一つ選べ。

　 1　　２倍
　 2　　３倍
　 3　　４倍
　 4　　６倍
　 5　　12倍

① ●

● ②

円柱Ａ 円錐Ｂ
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17 　１辺の長さが aである立方体ABCD-EFGHにおいて、BFの中点をI、DHの中点をJとする
とき、四角形AIGJの周の長さはいくらか。 1～ 5から一つ選べ。

　 1　　 ５ a
２

　 2　　 ６ a
２

　 3　　２ ５ a

　 4　　２ ６ a

　 5　　４ ３ a

18 　小学校学習指導要領解説算数編（平成20年８月）には、「量と測定」領域においての基本的な
性質をもつ量の測定の指導では、「一般に、直接比較、間接比較、任意単位による測定、普遍
単位による測定という指導段階が考えられる」と書かれている。
　　次の文のうち、間接比較について書かれているものを 1～ 5から一つ選べ。

　 1  　２つのおもりＡ、Ｂの重さをはかりで測定すると、Ａが300ｇ、Ｂが400ｇだったの
で、Ｂの方が重い。

　 2  　机の幅とドアの幅の長さを比べるのに、紙テープを用意して、紙テープにそれぞれの長さ
を写し取ると、ドアの幅を写し取った紙テープの方が長かったので、ドアの幅の方が机の幅
より長い。

　 3  　２枚のレジャーシートＡ、Ｂを重ねると、ＡがＢに完全に含まれたので、Ｂの方がＡよ
り広い。

　 4  　２つの水筒Ａ、Ｂに満杯に入れた水を、それぞれコップで何杯分あるか調べると、Ａの水
は５杯分、Bの水は７杯分だったので、水筒Ｂの方が水筒Ａよりコップ２杯分多く入る。

　 5  　２つのおもりＡ、Ｂを天秤ばかりの双方の皿にのせると、ちょうどつりあったので、Ａ、
Ｂの重さは同じである。

A B

C D

E F

G H I

J
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19 　平成24（2012）年には日本国内で、５月21日に金環日食、６月４日に部分月食、６月６日
に金星の日面経過が観測された。次のア～エの問いの答えの組合せとして正しいものはどれか。
1～ 5から一つ選べ。

　ア 　金環日食と皆既日食を比べたとき、地球と月の距離が遠いのはどちらか。ただし、地球
と太陽の距離は常に同じであるとする。

　イ　以下に示した方法の中に、日食の観察方法として適切なものはいくつあるか。
　　・安全が確認された適切な日食専用グラスを通して観察する。
　　・黒い下敷きを通して観察する。
　　・黒く感光した写真フィルムを通して観察する。
　　・ピンホール投影を用いて間接的に観察する。
　　・ろうそくのすすをつけたガラスを通して観察する。
　ウ　月食が観察されるのは、天体がどのような順に一直線上に並んだときか。
　エ　金星の日面経過が観察できるのは、金星がどのような惑星であるためか。

　　　　　 ア 　　　　 イ 　　　　　　ウ　　　　　　　エ
　 1　　皆既日食　　　２つ　　　太陽－地球－月　　　内惑星
　 2　　金環日食　　　３つ　　　太陽－月－地球　　　内惑星
　 3　　皆既日食　　　３つ　　　太陽－月－地球　　　外惑星
　 4　　皆既日食　　　２つ　　　太陽－月－地球　　　外惑星
　 5　　金環日食　　　２つ　　　太陽－地球－月　　　内惑星
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20 　次の文中の（　ア　）～（　エ　）にあてはまる語句の組合せとして正しいものはどれか。
1～ 5から一つ選べ。

　 　平成23（2011）年に発生した東北地方太平洋沖地震による災害及びこれに伴う原子力発電所事
故により、防災意識は高まっている。近畿地方では平成25（2013）年４月13日、兵庫県の淡路
島付近を震源として地震が発生した。この地震の規模は（　ア　）6.3であり、淡路市では揺れの
強さがこの地震最大の（　イ　）６弱を観測した。この地震の際、緊急地震速報が発表されたが、
これは地震の発生直後に、震源に近い地震計でとらえた観測データを解析して震源や地震の規模
を直ちに推定し、これに基づいて各地での（　ウ　）の到達時刻などを予測し、可能な限り素早
く知らせる地震動の予報及び警報である。
　 　淡路島付近で発生した地震では、平成７（1995）年１月17日に発生した兵庫県南部地震が甚大
な被害をもたらしたが、その際の震源は（　エ　）断層付近であった。

　　　　　　　ア　　　　　　　　　イ　　　　　　　 ウ 　　　　　エ
　 1　　マグニチュード　　　　　 震度 　　　　　 主要動 　　　 野島
　 2　　　　 震度 　　　　　マグニチュード　　　初期微動　　　根尾谷
　 3　　マグニチュード　　　　　 震度 　　　　　 主要動 　　　根尾谷
　 4　　　　 震度 　　　　　マグニチュード　　　 主要動 　　　根尾谷
　 5　　マグニチュード　　　　　 震度 　　　　　初期微動　　　 野島
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21 　次のア～オの各文は、顕微鏡操作に関する記述である。正しいものを○、誤っているものを
　×とした場合、正しい組合せはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

　ア 　視野の明るさが不均一だったので、接眼レンズをのぞいて、視野全体が明るく見えるよう
に、反射鏡としぼりを動かして調節した。

　イ　最初に低倍率で観察し、レボルバーを回し高倍率にして観察した。
　ウ 　接眼レンズは10倍、対物レンズは40倍のものを使って観察した。このときの顕微鏡の倍
率は50倍であった。

　エ 　ピントを合わせるとき、あらかじめ対物レンズをプレパラートに近づけておき、調節ねじ
を回し、対物レンズをプレパラートから遠ざけながらピントを合わせた。

　オ　顕微鏡の倍率を100倍から400倍にすると視野が明るくなった。

　　　　ア　　イ　　ウ　　エ　　オ
　 1　　×　　×　　○　　×　　×
　 2　　○　　○　　×　　○　　○
　 3　　×　　×　　○　　×　　○
　 4　　○　　○　　○　　○　　×
　 5　　○　　○　　×　　○　　×
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22 　次のグラフは、あるばねに加えた力の大きさとばねののびとの関係を表したものである。次
の文の空欄ア～オに入る語句の組合せとして正しいものはどれか。 1～ 5から一つ選べ。ただ
し、このばねは1.0Ｎまでの力を加えても同じ関係を示すこととする。また、質量100ｇの物
体にはたらく重力の大きさは、1.0Ｎとし、水の密度は1.0g/cm3とする。

グラフ

　 　ばねに加えた力の大きさとばねののびとの間には、比例の関係がある。これを ア の法
則という。このばねに0.60Ｎの力を加えると、ばねののびは イ cmになる。また、この
ばねののびが5.0cmになったときは、ばねに加わる力の大きさは ウ Ｎとなる。

　 　次に、あるおもりをこのばねにつるすと、ばねののびが6.0cmになった。このおもりをばね
につるしたまま水にしずめると、ばねののびは5.0cmになった。このとき、おもりにはたらく
浮力の大きさは エ Ｎとなる。また、このおもりの密度は オ g/cm3である。

　　　　　ア イ ウ エ オ
　 1　　 慣性 6.0 10 0.050 1.2
　 2　　フック 12 0.25 0.050 1.2
　 3　　フック 12 0.25 0.25 6.0
　 4　　 慣性 6.0 10 0.25 1.2
　 5　　フック 12 0.25 0.050 6.0
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23 　次の①～⑩のうち、0.1mol/Lの塩酸（電離度1.0）の特性として正しいものの組合せはどれ
か。 1～ 5から一つ選べ。

　①　青色リトマス試験紙を赤色に変える。
　②　赤色リトマス試験紙を青色に変える。
　③　pHが７より小さい。
　④　pHが７より大きい。
　⑤　フェノールフタレイン溶液を赤色に変える。
　⑥　フェノールフタレイン溶液を加えても、無色のままである。
　⑦　緑色のBTB溶液を青色に変える。
　⑧　緑色のBTB溶液を黄色に変える。
　⑨　紫キャベツの煮汁を赤色に変える。
　⑩　紫キャベツの煮汁を黄色に変える。

　 1　①　③　⑥　⑧　⑩
　 2　①　③　⑥　⑧　⑨
　 3　②　④　⑤　⑧　⑩
　 4　①　④　⑤　⑦　⑩
　 5　②　③　⑤　⑦　⑨



̶  18  ̶

24 　次の各文は、小学校学習指導要領（平成20年３月告示）理科における各学年の内容「Ｂ生
命・地球」の区分で指導する学習内容に関する記述である。それぞれを学習する学年の正しい
組合せはどれか。 1～ 5から一つ選べ。

　ア 　身の回りの生物の様子を調べ、生物とその周辺の環境との関係についての考えをもつこと
ができるようにする。

　イ 　動物や植物の生活を観察したり、資料を活用したりして調べ、生物と環境とのかかわりに
ついての考えをもつことができるようにする。

　ウ 　植物を育て、植物の発芽、成長及び結実の様子を調べ、植物の発芽、成長及び結実とその
条件についての考えをもつことができるようにする。

　エ 　植物を観察し、植物の体内の水などの行方や葉で養分をつくる働きを調べ、植物の体のつ
くりと働きについての考えをもつことができるようにする。

　オ 　身近な動物や植物を探したり育てたりして、季節ごとの動物の活動や植物の成長を調べ、
それらの活動や成長と環境とのかかわりについての考えをもつことができるようにする。

　　　　　 ア　　　　　イ　　　　　ウ　　　　　エ　　　　　オ
　 1　　第６学年　　第４学年　　第６学年　　第５学年　　第３学年
　 2　　第４学年　　第４学年　　第６学年　　第５学年　　第３学年
　 3　　第３学年　　第６学年　　第５学年　　第６学年　　第４学年
　 4　　第４学年　　第５学年　　第５学年　　第６学年　　第３学年
　 5　　第３学年　　第６学年　　第６学年　　第５学年　　第４学年




